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昨年１２月の市議会で、私たち町田の学校図書

館を考える会が提出した「すべての町田市立小中

学校図書館に『専任・専門の学校司書』を公募で

配置することを求める請願」が無事採択されたこと

は、読者の皆さまは既にご存知のことと思います。 

さて、では「採択されたからこれで安心」かという

と、そう簡単ではありません。重要なのはこれから

の活動と私たちは考えています。「採択＝実現」で

はないのです。 

 まずは、これからも市議の方々への働きかけを

続けること。わかっているつもりではいましたが、請

願を行ったことで学校司書の役割がほとんど理解

されていないことがより鮮明となりました。更に、地

方交付税措置でハッキリと「学校図書館担当職員

（学校司書）の配置」のための予算が閣議決定さ

れたことを受け、その予算が目的通りに使われるこ

とを求めて運動を続け、注意深く見守る必要があ

ります。長く続けてきた学校図書館を充実させるた

めの活動に少し光がさしてきた気がします。 

しかし、過去 10 数年図書整備費として予算措

置された地方交付税が、SLAの全国調査によって

もその 3 割程度しか使われていない悔しい事実が

判明しています。地方交付税は一括交付金として

自治体に降りてきますので、地方自治の観点から

すれば自治体の裁量に任せられるのは当然とは

言え、今までまったく顧みられなかった「学校司

書」の重要性を国が認め、そのための苦肉の策と

して地財措置をしたことは画期的なことです。今こ

そ自治体の力量と見識が問われているとも言えま

す。 

そして、もうひとつ最も骨の折れる活動として、

旧・現指導員の方々に請願の主旨をいかに理解

してもらうかということです。採択後、「今の指導員

をやめさせようとしている」というような私たちの会

への誤解からくる批判が耳に入ってきています。

そのような誤解を広めず払しょくするために、交流

会などを行い、根気よく説明をしていく必要があり

ます。 

少しの光はさしたものの、まだまだゴールは見え

てきません。実現まで時間がかかることを考えます

と、新たなメンバーを入れ少しずつ活動を引き継

ぐ準備することも重要です。 

私たちも請願しっぱなしではなく、議会も行政も

採択しっぱなしではなく、お互いの考えを共有し

あい、ともにスクラムを組んでの共同作業を始めな

ければと思うのです。これからもどうぞ、学校図書

館へのご理解とご協力をお願いいたします。     

165 

 

 

2012.2.22  

 

 

 

 

伴 紀子（町田の学校図書館を考える会） 

 



 
- 2 - 

第 14期図書館協議会第４回定例会報告 

 
2012年１月 17日（火曜日）９時 30分より中央図書

館６F ホールにて図書館協議会定例会が開催さ

れました。 

＊館長報告事項＊ 

１：2011年第４回町田市市議会定例会 

（一般質問：図書館関係。２名３件） 

＊おく栄一議員：鶴川緑の交流館に開館する

鶴川駅前図書館の休館日・開館時間に関する質

問。図書館側答弁：図書館の人員の関係上、現

在の中央館と同じにする予定。 

＊三遊亭らん丈議員：①図書館資料返却を図

書館以外でも返却できるようにしてはとの質問。図

書館側答弁：南町田駅前連絡所、小山市民セン

ター、忠生市民センターでの対応などを説明。 

②CD,DVD等の中央館のみの貸出現状につい

て利便性向上を望む（地域館等の貸出を希望）。

図書館側答弁：貸出には一定量の資料を所有し

なければならず、現状の資料費では地域館での

貸出対応は無理。 

 

２：鶴川駅前公共施設の竣工時期の変更 

市議会議案（97 号、98 号、９９号）により工期を

2012年 8月 31日に変更（当初は５月末の予定）。

理由は、建築現場に古井戸が二本見つかりその

対応工事に時間がかかることと、震災の関係で建

設物資の調達に遅延が発生しているため。この結

果、図書館開館予定日は 10月 16日に変更。 

 

３：『町田の図書館』2010年度版が発行 

  2011年 11月発行、64ｐ 

 

４：市議会議員向けレファレンスサービスの実施（１

月２４日より開始） 

 市議会議員の議会活動に伴う調査について、従

来の庁内レファレンスに準じた形態で調査、資料、

情報の提供を行う。レファレンスは中央館が担当。

また庁内レファレンスとして議会事務局を通じたレ

ファレンスサービスも行う。（貸出冊数 50冊、１ヶ月

間。但し、館内閲覧用資料、視聴覚資料、新刊雑

誌、は貸出不可。貸出用レファレンス資料は１週

間。他図書館からの協力貸出は２週間。） 

５：平成 23年度東京都多摩地域公立図書館大会

の案内 

（省略） 

６：嘱託職員採用 

 ①１１月１日付け １名 

 ②24年度に向けての採用（既に応募終了） 

  ４月採用 ２名（欠員補充） 

  ６月採用 １４～１５名（鶴川駅前図書館） 

  １月 30 日集合試験（一次試験）、２月８日二次

試験 

＊＊協議事項（図書館評価）については次回へ 

次回、図書館協議会定例会は２月２１日１５時

～中央図書館６Ｆホールにて開催します。傍聴自

由です。ご希望の方は、会場へ直接お越しくださ

い。 

（文責：山口洋：会員、図書館協議会委員） 

 

 

 

 

 

原稿募集！ 
特集 故 松野幸雄さんを偲んで 

松野さんは、本会前身の「市立図書館をよ

りよくする会」の発足時から、組合の一員とし

てこの会に関わり、図書館見学の際にはご自

慢の車に乗せてくださいました。定年後は個

人会員として加わり、たびたび会報に原稿を

お寄せくださり、大変お世話になりました。 

個人的に親しかった方、一緒にお仕事を

されてこられた方、ぜひみなさんの一筆を集

めて３月号の特集としたいと思います。 

原稿はメールもしくは Fax にて増山までお

送りください。字数は問いません。締切は３月

１５日です。よろしくお願いします。 
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成瀬センターは、2013 年の秋から旧校舎棟の

建替え工事が始まる予定で、その中で 32 年間活

動を続けて来たかえで文庫もどこかへ移設をしな

ければならなくなりました。 

一方、昨年（2011年）の 4月から、同じ敷地内に

あった学童保育が学校内に移動しその建物が空

いているので、そこへ文庫が移設出来れば利用

者の子ども達の為にも一番良いと考え 6 月頃から

お願いをしておりました。ところが、返事をいただ

けないまま半年余り過ぎてしまい、その上、耐震検

査の結果2012年の2月からもう建物は使用不可と

のこと、急遽この 1 月で文庫は閉室となりました。1

月 11 日(水)のかるた会を最後に子ども達への対

応は終わりにして、移動の準備を始めました。教

室の 3方の壁を埋める書架 7つ、間にある低い両

面書架 3 つ、蔵書 5000 冊ほど、その他諸々の資

料を行き先の決まらぬまま、移動出来るように整理

しました。しかし、学童クラブの建 

物には諸事情で移設は出来ないとのこと。 

それでも子ども達はいつものようにやって来て、

作業中の私たちを見つけると、「あ！いた いたぁ

～」と喜んで入って来て、本を開いたり紙芝居を読

み合ったりして楽しみ「どこに移るの？決まったら

早く教えて～」と催促していました。 

市の協働課では、いろいろ検討して下さって 2

月 9日やっと電話がありました。学童の建物の小さ

な部屋（先生方の事務室だった）を 4 月から活動

場所にしてくださいとのこと。広いフロアーは仕切

りをして、会議室も作るので文庫の部屋は小さく、

本も僅かしか置けないスペースですが、ひとまず

活動拠点を持てることに感謝です。4 月から、また

子ども達の笑顔が見られるよう 3 ヶ月近い休眠期

間を大切にして、更に 2015 年完成予定の新しい

センターの中でのかえで文庫の充実を夢見ている

所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この号、水越さん編集。データ無し。 

 

 

５ｐ 「第 1回まちだとしょかん子どもまつり」 

  のスケジュールを貼り付け 

 

     

かえで文庫の行く先は？ その後の報告 

３ｐ下段・・・2011年度 第 2回 2月 14日 

  「町田市子ども子ども読書活動推進会議」報告記事 
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